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ふみくら（文庫）とは
「ふみくら」（文庫）は資料を整理して保管する建物を意味する言葉で､その起源は古く､奈良時代にさかのぼります｡鎌倉

時代には､武家文化における幕府等の資料を保管したものや御家人などの屋敷にも｢ふみくら｣が設けられており､書写な

どの活動も行われた場であったそうです。

図表　基本理念と 「知恵」 の関係

知
共

創
歴史文化の

発信

ひらいて むすんで 知恵うむ “ふみくら”
（文庫）

知識を万人に “ひらく”－ 

多様な交流を “むすぶ”－

まちや社会にいきる知恵を共創する拠点

日常生活と

観光の共存

コミュニティ
交流 ・ 居場所

支え合いを

大切にするまちに

安心できる

行政窓口機能

鎌倉の

情報発信

地域への
参加 ・ 貢献

〜わたしのかまくら ・ 　　　　　　　　
　

　　　　　　わたしたちのかまくら〜

知恵をともに創る

まちや社会にいきる知恵を
共創する拠点へ

鎌倉の拠点である市庁舎現在地は､手続や相談といった行政サー

ビス機能を維持します｡その上で､先人から受け継いだ情報や知識

が万人にひらかれ､多様性の視点で人･物･事の交流をむすぶ､ま

ちや社会にいきる 〝知恵” を共創する拠点となるようハード･ソフ

トともに充実します｡情報あふれる図書館を中心に手続や相談、

防災も支える､学びあい､交流しあえる拠点とします｡

「わたしのかまくら･わたしたちのかまくら｣は､

多様な価値観の共有という

市民対話で紡いだ想い

（大切なメッセージ）

「わたし｣個人の視点で見るまち鎌倉と､

「わたしたち｣公共の視点

「鎌倉｣に対する考え方に

違いがあって当たり前

市民対話で浮かび上がった多様な

価値観の包摂こそが持続可能なまち､

強くつながったまちを

築いていくために必要という想い

市庁舎現在地の利活用の基本となる考え方 ビジョンをつくるにあたって

市庁舎現在地について､新庁舎の深沢での整備とともに､その価値を

活かし､鎌倉の拠点として利活用するために､取組を進めています

ビジョン

- 基本理念 -



江

ノ島電鉄

鎌倉市
北鎌倉駅

JR

玉縄地域

鎌倉地域

腰越地域

御
成

商
店

街

西
口駅前広場

市役所通り

今
小

路
スーパーマーケット

御成小学校

中央図書館

交番

西口

鎌
倉
駅

広場等
民間機能 行政機能

令和5年度
（2023年度）

令和7年度
（2025年度）

令和9年度
（2027年度）

令和11年度
（2029年度）

市庁舎
現在地

設計
工事･

引っ越し
事業者募集・ 選定等基本計画

新庁舎 実施設計･工事･引っ越し実施設計･工事･引っ越し基本設計
事業者

募集･選定

供用
開始

利活用
開始

令和8年度
（2026年度）

令和10年度
（2028年度）大船駅

湘

南
モ

ノ
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ル

深沢拠点 新たなライフスタイルの形成

● 本庁舎の移転先､シビックエリアの形成

令和6年度
（2024年度）

深沢地域

大船地域

庁舎移転
鎌倉駅

鎌倉拠点 鎌倉のブランド力向上

大船拠点 地域経済の推進

市民サービスの提供･公共施設再編と民間機能の導入に

よる賑わいや憩いの創出

●

鎌倉市全体の生活･文化･経済の
向上につながる波及効果を生み
出すべく､３つの拠点の地域特性
を生かし､都市機能の集約と市民
機能の向上を図ります。

市庁舎現在地の利活用と
鎌倉のまちづくり

市庁舎現在地

行政機能 ： 図書館､窓口､ホール･ギャラリー､その他の機能を想定

今後の進め方

市庁舎現在地利活用のイメージ

市庁舎現在地のビジョンの実現に向けて､利活用に動き出します。

※ 市役所の位置については、地方自治法第4条第１項により、条例で定めると規定されており、本市では「鎌倉市

役所の位置を定める条例」でその位置を制定しています。市役所の位置の変更に際しては、当該条例改正の議

会の議決（特別多数（出席議員の３分の２以上）の議決）が必要ですが、その時期は現在検討中です。

もっと詳しく知りたい方は

本編では､市民対話の記録などについても掲載しています。

詳しくはこちらをご覧ください。
https://www.city.kamakura.kanagawa.jp/chousya-seibi/index.html

発行者 ： 鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課庁舎整備担当　電話 ： 0467-23-3000 （代表）
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